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注意と意識の関係について，古くから知られる現象として，”Attentional Boosting”がある。これは，注意を向けた刺激

は注意を向けなかった刺激と比較してより強く感じられるというものであり，例えば，注意を向けた刺激のコントラスト

や彩度がより高く感じられる。一方で，注意を向けられていない刺激が，より検出されやすくなる現象である”

Subjective Inflation”も近年報告されている。両現象はどちらも注意による意識的知覚の変調を取り扱っているが，統一的

な説明はなされてこなかった。本研究では，信号検出理論に基づくシミュレーションを行い，この問題に取り組んだ。そ

の結果，注意が内部信号の平均と分散の双方を変調すると仮定すると，両現象が同時に生じうることを示した。検出課題

では，非注意条件での分散増大が弱刺激の検出確率を高めるが，比較判断では平均値の差が注意の効果を支配するのであ

る。  
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問題・目的 

注意と意識の関係は長きにわたって議論されてき

た。関連して古くから知られる現象として，

Attentional Boostingがある。これは，注意を向けた

刺激は注意を向けなかった刺激と比較してより強

く感じられるというものであり，例えば，注意を

向けた刺激のコントラストや彩度がより高く感じ

られる(Carrasco et al. 2004; Fuller & Carrasco, 

2006)。一方で，注意を向けられていない刺激が，

より検出されやすくなる現象である Subjective 

Inflationも近年報告されている(Rahnev et al., 2011; 

Okubo et al., 2026)。両現象はどちらも注意による意

識的知覚の変調を取り扱っているが，統一的な説

明はなされてこなかった。 

シミュレーション 

Figure 1. Simulated experiments 

本研究では，信号検出理論（SDT）の枠組みを用い
て，Attentional Boosting と Subjective Inflationとい
う，一見矛盾する現象が同一の感覚表象の下で同時
に発生し得るかを検証した。具体的には，2つの刺激
間の比較判断（Attentional Boostingに関連）と刺激の
Yes/No検出（Subjective Inflationに関連）について
（Figure 1），SDTシミュレーションを実施した。各
コントラスト・注意条件ごとの信号分布を定義す
るパラメータとして，信号強度の平均値（μ,内部信
号の平均），信号の標準偏差（σ, 内部ノイズの大
きさ）をおいた。重要な仮定として，注意（cued, 

no-cued, anti-cuedの 3水準）がこの平均値と分散の両
方を調節した。具体的には，注意は平均値を増加さ
せ，分散を減少させると仮定した。この時，刺激の
強度と注意の操作は二つの課題において同一であ
るため（Figure 1），二課題の遂行に際し参加者は
共通の信号分布を参照すると考えた（Figure 2）。 

Figure 2. Proposed model 
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Figure 3. Simulated results for comparative judgment  

Figure 4. Simulated results for detection  

 

結果として，comparative judgmentに関しては，注意
条件と非注意条件の間の平均値の差によって，
unidirectionalなAttentional boostingが観測された
（Figure 3）。detectionに関しては，注意条件と非注
意条件の間の分散の違いが，刺激強度と相互作用する
ことによって，bidirectionalなSubjective Inflationの効果
が観察された（Figure 4）。 

考察 

Yes／No検出課題では，非注意条件における分散の増

加が，弱い刺激が閾値を超える信号を生成する確率を

高め，Subjective Inflationのメカニズム的な説明を提

供した。対照的に，分散の比較判断への影響は限定的

で，注意時の信号分布が非注意時の信号分布に比べて

平均が高くなることで，典型的な Attentional boosting

の効果が生じたと考えられる。 

結論 

我々は，「注意を向けた刺激は平均強度が高く分散
が低い形で符号化され，注意を向けなかった刺激は平
均強度が低く分散が高い形で表象される」と仮定し
た。重要なのは，この共通の感覚表象が，各課題の要
求と相互作用することで，Subjective Inflation と
Attentional boostingの両現象を同時に説明した点であ
る。我々の計算論的視点は，古典的な注意理論と現代
の意識研究を結びつけるものである。我々の提案する
メカニズムは，視覚系が特定の位置の処理を優先しつ
つ，注意を向けなかった領域でも刺激の可視性を維持
することで，異なる注意の状態の中でも安定した世界
の見えが保たれる可能性を示唆するものである。 
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